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今日の福音では、主イエスの短い公生活の山場とも言うべき出来事の中から、変容

の場面が読まれました。人々が自分のことを何者だと言っているか、と問われたとき、

弟子たちを代表して、ペトロは「あなたはメシア、神の子です」と告白します。イエスは

その直後、そのことを誰にも言わないように諭し、ひそかにご自分がお受けになる苦

しみの予告をされます。その意味を理解することができずにいる弟子たちに、イエス

は、十字架は、ご自分だけでなく、イエスに従うものが、すべて通らなければならない、

真のいのちへの道であることを教えます。 

 それに続くのが今日の箇所ですが、受難の予告がまだ、耳に残り、消化しきれない

状態にあった弟子たちーペトロ、ヤコブ、ヨハネーを連れてイエスは山に登られます。

そして、彼らの目の前で、その姿が、この世のものとは思えないほどの輝きに包まれ

ます。そして、旧約の双璧、エリヤとモーセが栄光に包まれて現れ、主と語られます。

何を話されたのでしょうか。ルカは、「イエスがエルサレムで遂げようとしておられる最

期について話していた」と記します。ペトロはとっさに、何を言ったらよいのかわからず、

「先生、ここにわたしたちがいるのはすばらしいことです。仮小屋を三つ建てましょう。

一つはあなたのため、一つはモーセのため、もう一つはエリヤのためです」と。師のま

ばゆいばかりの輝きの中で、いつまでもそこにとどまりたいという思いから、自然と口

に上った言葉でしょうか。 

 変容の出来事は、受難という思いもしない予告にたじろぐ弟子たちを慰め、励ます

ための出来事だと説明されることがよくあります。しかし、この出来事は、もっと広い視

野の中で受け止めなければなりません。変容の出来事の後半には、「雲が現れて彼

らを覆い、雲の中から声がした。『これはわたしの子。選ばれた者。これに聞け』と。大

いなる輝きに包まれたイエスが、まさに、神のもとから遣わされた方であり、その存在、

その言葉、その働きを、神からのものとして受けとめ、それに従って歩むようにとの、

神ご自身からの告げだったのではないでしょうか。神の栄光に包まれた神の子である

方が、人となって、罪に汚れた人の世に生き、苦しみ、そして死をも受け入れられる、

そのことの中に、神の人々への限りない愛が表れていることを伝えているのではない

でしょうか。 

 今日の第一朗読では、年老いてから主の招きに応えたアブラハムが、子がないまま

に時を過ごしていたとき、主の言葉を聞きます。「天を仰いで、星を数えることができる

なら、数えてみるがよい。・・・あなたの子孫はこのようになる」と。そして、「アブラハム

は主を信じた。主はそれを彼の義と認められた」と創世記は記します。そして、主は、

それを契約によって、取り消されることのない誓約となさったのです。まさに、人間の



知恵、常識では考えられない主の約束を、アブラハムは信じ、それが聖書の民を生む

ことになるのです。 

アブラハムは、神の特別な選びによって神の民とされたイスラエルの先祖であるだけ

でなく、わたしたちすべての信仰者の父と呼ばれる所以です。 

 神が、その愛する御子をこの世に遣わし、そして、その子が、十字架の苦しみを受

け、死んで葬られ、三日目に死者の中から復活されたこと、これがわたしたちの信仰

の核心です。あの栄光に満ちた、神と等しいお方が、わたしたち人間と同じ身分のも

のとなり、人間が経験する苦しみ、しかも、その極みである十字架の死を甘受して、栄

光に入られたということ、それは、理屈ではなく、信仰によってはじめて受け入れるこ

とのできる真理です。しかも、かつてあった過去の出来事ではなく、今も、これからも、

繰り返し、人間の歴史の中に、また、わたしたち一人一人の人生の中に再現される神

秘であることを、あらためて理解し、悟り、生きるよう、わたしたちは招かれています。 

 今また、わたしたちは、コロナウィルス感染症の脅威、日本列島をいつ襲ってもおか

しくない巨大地震、加えて、容易な解決の見えないウクライナの悲劇に心が揺れ動か

されています。こうした思いがけない物事の展開に戸惑い、希望を失いかけ、解決の

見えない袋小路にはまった思いでむなしい時を過ごす今こそ、自らの最愛の子を、死

に渡され、その栄光に導かれた父なる神の愛、そして、聖パウロがフィリッピの教会

への手紙で書いたように、「キリストが・・・わたしたちの卑しい体を、御自分の栄光あ

る体と同じ形に変えてくださる」との約束を思い起こし、すべてを委ねて信仰に生きる

恵みを祈りましょう。（S.T.） 

 


